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③市民憲章

広
報

わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史にIさ
ぐくまれた我孫子の市民です。

わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲童を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで鱈しあいきまりを守り明るいあびこにします

。
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市役所は毎週土曜日

閉庁になります
災■日1

。

裏、
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完
全
週
休
２
日
制
の
普
及
を
基

本
と
し
た
労
働
時
間
の
短
縮
は
、

ゆ
と
り
あ
る
国
民
生
活
、
内
需
拡

大
、
国
際
協
調
と
い
う
観
点
か
ら

国
の
重
要
な
政
策
の
ひ
と
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
公

務
員
に
つ
い
て
は
、
平
成
４
年
度

の
出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に
完
全

週
休
２
日
制
を
実
施
し
、
１
週
間

当
た
り
の
勤
務
時
間
を
“
時
間
に

す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
国
の
行
政
機
関
で
は

５
月
か
ら
、
千
葉
県
に
お
い
て
も

点
検
を
重
ね
て
築
く
〃
火
災
ゼ
ロ
“

掴
月
５
日
（
土
）
か
ら

h

r1己

II
■4

一
マガロ

】、
宅

酬
〃

必

８
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
を
閉
庁
し

て
い
ま
す
。

市
で
は
諺
現
在
、
第
２
・
第
４

土
峨
日
を
閉
庁
し
て
い
ま
す
が
、

さ
き
の
９
月
定
例
市
議
会
で
完
全

週
休
２
日
制
関
係
の
条
例
案
が
可

決
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
狸
月
５

日
の
土
蝿
日
か
ら
、
毎
週
土
曜
日

を
閉
庁
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
市
民
会
館
、
図
書
館

公
民
館
《
体
育
館
、
烏
の
博
物
館

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
西
部
福
祉

近
年
、
住
宅
火
災
が
原
因
で

発
生
す
る
死
者
は
、
全
火
災
に

よ
る
死
者
数
の
９
割
に
も
達
し

て
お
り
、
な
か
で
も
、
高
齢
者
、

乳
幼
児
、
病
気
又
は
身
体
の
不

自
由
な
人
等
、
身
体
的
弱
者
の

占
め
る
割
合
が
極
め
て
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
住
宅

火
災
に
よ
る
死
者
の
減
少
を
図

る
た
め
に
は
、
身
体
的
弱
者
の

た
め
の
防
火
対
策
を
最
重
視
し
、

住
宅
防
火
対
策
の
推
進
に
努
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
安
全
な

住
宅
を
め
ざ
し
、
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
点
検
し
、
家
族
全
員
で

安
全
な
住
宅
を
め

Ⅲ
月
ｇ
日
（
月
）
か
ら
隔
日
（
日
）
ま
で
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
統
一
標

語
は
「
点
検
を
重
ね
て
築
く
〃
火
災
ゼ
ロ
〃
」
で
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
点
検
し
、
安
全
な
住
宅
を
め
ざ

し
て
防
火
対
策
の
推
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
期
間
中
、
事
業
所
の
立
入
り
検
査
の
ほ
か
に
、
住

宅
の
防
火
診
断
や
防
火
ボ
ス
タ
ー
展
、
手
賀
沼
公
園
で
の
消
防
車
両
展
示
や
放
水
体
験
等
の
イ
ベ
ン
ト

も
多
数
行
わ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
Ｉ
消
防
本
部
垂
（
“
）
Ｏ
１
１
ｇ
ｌ

Ⅷ
月
９
日
（
月
）
か
ら
幅
日
（
日
）
ま
で

防
火
対
策
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

消
防
署
で
は
、
住
宅
の
防
火
診

断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
お
近
く
の
消
防
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

拳
住
宅
防
火
対
策
の
重
点
項
目

◎
火
気
管
理
の
徹
底
を

た
ぱ
一
易
吸
殻
等
の
後
始
末
に

は
十
分
注
意
し
、
寝
た
ぱ
こ
は
絶

対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
等
の

管
理
は
正
し
く
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
火
気
使
用
設
備
、
器
具
、
電
気

製
品
等
の
点
検
整
備
を

火
気
使
用
設
備
や
磁
気
製
品
は

セ
ン
タ
ー
、
保
育
園
の
各
施
設
、

お
よ
び
消
防
署
に
つ
い
て
は
従
来

ど
お
り
業
務
を
行
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
次
号
の
広
報
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
完
全
週
休
２
日
制
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
日
頃
か
ら
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
・
向
上
に
努

め
、
緊
急
時
の
連
絡
体
制
の
確
保

な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
極
力
低

下
さ
せ
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
人
事
課
霊
（
顕
）

１
１
１
１
内
線
２
０
８
，
２
０
９

、

ざ
し
て

１
１
Ｊ

一一一・ー も

り

今
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や

▲

Ｕ

や

凸

■ ▼
内
容
車
両
展
示
、
放
水
体
験
、
▼
日
時
・
場
所
ｎ
月
７
日
（
土
）

消
火
訓
練
、
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
、
か
ら
過
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
午

秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、

防
火
対
象
物
と
危
険
物
移
動
タ
ン

ク
貯
蔵
所
の
立
ち
入
り
検
査
や
、

住
宅
防
火
診
断
を
行
う
ほ
か
、
次

の
行
事
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

争
手
黄
沼
公
園
で
の
催
し

▼
日
時
。
場
所
、
月
甦
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら
４
時
ゞ
手
誕
沼
公

園
（
雨
天
の
場
合
は
遁
日
）

適
正
に
使
用
し
、
定
期
的
な
点
検

整
備
は
必
ら
ず
行
う
。
ま
た
、
新

ら
し
く
購
入
す
る
場
合
に
は
、
過

熱
や
空
焚
き
防
止
装
謹
の
つ
い
た

器
具
や
設
備
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

… 聟 期
間
中
の
主
な
行
事

宰内オーケストラ
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美
し
い
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
音
色

の
素
晴
ら
し
さ
を
十
分
に
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
平
成
５
年
１
月
面
日

（
日
）
開
場
午
後
２
時
２
時
釦

◎
防
炎
製
品
の
使
用
を

カ
ー
テ
ン
や
湛
具
類
な
ど
は
、

燃
え
に
く
い
生
地
を
使
用
し
た
防

炎
製
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

◎
住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置
を

住
宅
の
居
室
や
台
所
な
ど
に
は
、

消
火
器
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
火

災
を
い
ち
は
や
く
発
見
し
、
通
報

で
き
る
警
報
設
備
や
、
自
動
的
に

消
火
で
き
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
は

効
果
的
で
す
。

防
火
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
風
船
、
キ

ャ
ン
デ
ィ
な
ど
の
配
布

孝
合
同
警
防
訓
練

▼
日
時
ｎ
月
型
日
（
土
）
午
前
９

時
か
ら
、
時
釦
分

▼
場
所
シ
ノ
ヤ
布
佐
店

▼
内
容
市
民
へ
の
火
災
予
防
の

普
及
と
消
防
隊
の
警
防
体
制
強
化

の
た
め
総
合
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

争
小
。
中
学
生
防
火
ボ
ス
タ
ー
展

▲
１
９
１
■
。
■
ｑ
６
ａ
Ｐ
２
Ｉ
Ｇ
ａ
■
。
■
■

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

分
開
演

▼
場
所
市
民
会
館

▼
出
演
ド
レ
ス
デ
ン
室
内
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
、
指
揮
マ
ン
フ
レ
ッ

ド
・
シ
ユ
ル
ツ
ァ
ー

ー
▼
演
奏
曲
目
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ

ィ
「
四
季
」
、
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ

「
プ
ラ
ン
デ
ン
プ
ル
ク
協
奏
曲

第
５
番
」
ヘ
シ
ョ
ス
タ
コ
ｉ
ヴ
ィ

チ
「
室
内
交
響
曲
」

▼
入
場
料
Ｓ
席
４
５
０
０
円
、

Ａ
席
４
０
０
０
円
（
以
上
指
定

席
）
、
Ｂ
席
３
５
０
０
門
（
自
由

後
９
時
、
市
民
会
館
２
階
〈
９
日

（
月
）
は
除
く
〉

今
防
火
対
象
物
等
立
ち
入
り
検
査

▼
期
間
。
内
容
ｎ
月
２
日
（
月
）

か
ら
狸
月
１
日
（
火
）
ま
で
、
市
内

各
防
火
対
象
物
お
よ
び
危
険
物
移

動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
の
立
ち
入
り
検

ｍ
月
即
日
（
金
）
、
常
備
消
防

発
足
釦
周
年
記
念
式
典
が
、
消

防
関
係
者
多
数
が
出
席
し
、
市

民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

設
迩
の
き
っ
か
け
は
昭
和
記

年
の
我
孫
子
中
学
校
の
大
火
。

こ
れ
を
機
に
、
設
置
の
声
が
高

ま
り
、
消
防
車
１
台
、
人
員
甦

名
で
消
防
団
常
備
部
と
し
て
発

足
。
現
在
の
消
防
本
部
・
署
へ

。
と
発
展
し
ま
し
た
。

な
お
、
同
本
部
で
は
、
常
伽

消
防
訓
年
の
あ
ゆ
み
を
綴
っ
た

記
念
誌
を
発
刊
す
る
と
と
も
に
、

常備消防発足30周年

記念式典開催

消防功労者を表彰
席
）▼

入
場
券
発
売
所
平
寅
書
店
、

ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、
プ

ッ
ク
ス
ス
ズ
キ
、
荒
井
書
店
、

石
川
春
光
堂
、
あ
び
こ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
レ
コ
ー
ド
あ
つ

ぶ
る
、
ポ
ピ
ー
、
市
民
会
館
内

売
店
ひ
ろ
が
り
、
図
書
館
湖
北
一

台
・
布
佐
分
館
、
中
央
公
民
館
『
一

柏
そ
ご
う
、
柏
商
島
屋
、
取
手

と
う
き
ゅ
う

▼
問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課
一

文
化
係
詮
（
露
）
１
ル
５
１
一

口
ｇ
Ｏ
４
“
■
甲
８
●
０
２
▲
Ｂ
や
Ｏ
■
ひ
▲
弓
●
△
■
曾
■
。
Ｏ
■
０
●
■
３
０
９
，
●
Ｏ
坤
●
■
２
＄
も
●
２
ｂ
ｐ
ｐ
Ｏ
ｒ
８
ｃ
Ｑ
５
▲
■
■
８
．
８
●
０
－

査
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

糸
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
お
知
ら
せ

ｎ
月
９
日
（
月
）
午
前
７
時
に
防

災
行
政
無
線
を
使
い
、
市
内
一
斉

に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
火

災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

記
念
式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た

り
消
防
の
た
め
に
尽
く
し
た
功

労
者
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
）

◎
救
急
功
労
ア
ビ
コ
外
科
整

形
外
科
病
院
、
我
孫
子
聖
仁
会

病
院
、
我
孫
子
つ
く
し
野
病
院
、

我
孫
子
束
邦
病
院
、
平
和
台
病

院
、
小
倉
正
久

◎
消
防
協
力
功
労
我
孫
子
ガ

異
株
）
、
（
財
）
電
力
中
央
研
究

所
我
孫
子
研
究
所
、
日
本
火
災

海
上
保
険
（
株
）
、
日
本
電
気
（
株
）

我
孫
子
事
業
場
、
日
立
精
機
（
株
）

◎
防
火
功
労
小
熊
三
郎
、
影

山
光
男
、
小
玉
正
治
鳩
増
田
喜

久
、
中
島
二
郎
、
渡
辺
富
蔵
、

林
三
郎
、
柴
崎
正
雄
、
石
井
忠

満
、
わ
だ
幼
稚
園
我
孫
子
市

危
険
物
安
全
協
会
、
我
孫
子
市

防
火
協
会

◎
消
防
功
労
松
島
洋
、
土
佐

倫
徳
、
鈴
木
節
男
、
飯
田
和
行
、

玉
田
進
一

’
一

－
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手
賀
沼
再
生

な
る
で
し
よ

⑦手賀沼浄化を考える市民

講Ⅳ

究
室
長
）
、
「
手
賀
沼
の
植
物
の

今
昔
」
斉
藤
吉
永
氏
（
県
文
化

財
保
謹
協
会
評
議
員
）
、
「
手
寅

沼
の
今
昔
」
深
山
正
巳
氏
（
手

蛮
沼
漁
業
協
同
組
合
長
理
事
）

▼
配
布
日
。
部
数
ｎ
月
９
日

（
月
）
か
ら
先
蒲
３
０
０
部
（
Ａ

５
判
１
７
２
頁
、
無
料
、
郵
送
不

可
）▼
配
布
場
所
。
問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課
（
市
役
所
西
別
館

２
階
）
霊
（
理
１
１
１
１
内
線

５
６
８

一一一一一÷一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一

④
平
成
４
年
１
月
２
日
以
降
に
市

内
に
転
入
し
た
方
は
、
前
住
所
地

の
役
所
か
ら
取
り
寄
せ
た
平
成
４

年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
。

な
お
、
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先

へ
申
請
し
て
く
だ
き
い
・

〔
特
例
給
付
〕

特
例
給
付
は
、
所
得
制
限
に
よ

り
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
被

用
者
（
国
民
年
金
以
外
の
公
的
年

金
に
加
入
し
て
い
る
方
）
で
、
特
例

給
付
所
得
限
度
額
未
満
の
方
が
該

当
し
ま
す
。

な
お
、
申
請
手
続
き
は
、
児
童
手

当
と
同
じ
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課

▼
巳

医
薬
品
は
、
人
の
健
康
の
保
持

増
進
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、

そ
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
万
全

の
注
意
を
払
っ
て
も
な
お
副
作
用

霞
雷
圃

医
薬
品
副
作
用

被
害
救
済
制
度

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
が
第
一

線
を
退
い
た
と
き
な
ど
に
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
共
済
金
が
支
払
わ

の
発
生
を
防
止
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

医
薬
品
を
適
正
に
使
用
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
副
作
用
に
よ
る

健
康
被
害
（
入
院
を
必
要
と
す
る

程
度
の
疾
病
又
は
障
害
、
死
亡
）

が
発
生
し
た
場
合
に
、
医
療
費
、

医
療
手
当
、
障
害
年
金
、
障
害
児

菱
育
年
金
、
遺
族
年
金
、
遺
族
一

時
金
及
び
葬
祭
料
の
諸
給
付
を
行

い
、
こ
れ
に
よ
り
健
康
被
害
者
の

事
業
主
の
退
職
金
制
度

（
小
規
模
企
業
共
済
）

中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
へ

事
業
主
の
退
職
金
制
度
と

倒
産
防
止
制
度
の
お
知
ら
せ

’’ 救
済
を
図
ろ
う
と
す
る
の
が
、
こ

の
救
済
制
度
で
す
。

制
度
の
し
く
み
を
解
説
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
請
求
用
紙
を
無

料
で
お
送
り
し
ま
す
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
医
薬
品
副
作
用

被
害
救
済
・
研
究
振
興
基
金
総
務

部
企
画
課
相
談
係
電
０
３
（
３
９

８
８
）
２
１
０
１
へ

れ
る
制
度
で
す
。

掛
金
は
へ
全
額
所
得
控
除
と
な

る
な
ど
、
税
制
上
も
大
変
有
利
な

取
り
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
常
時
使
用
す
る
従
業
員

加
人
（
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
５

人
）
以
下
の
個
人
事
業
主
及
び
会

ｑ
⑭
４

社
や
企
業
組
合
、
協
業
組
合
の
役

員
や
ひ
と
り
で
蕊
業
を
営
ん
で
い

る
方
な
ど
。

▼
掛
金
毎
月
１
０
０
０
円
か
ら

７
万
円
ま
で
（
前
払
い
も
可
）

こ
の
制
度
は
、
取
引
先
企
業
の

倒
産
の
影
響
を
受
け
て
中
小
企
業

者
自
ら
が
倒
産
す
る
等
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
も
の
で
す
。

加
入
後
６
か
月
以
上
た
っ
て
取

引
先
事
業
者
が
倒
産
し
、
売
掛
金

俄
権
等
の
回
収
が
困
難
と
な
っ
た

場
合
、
掛
金
総
額
の
、
倍
の
範
囲

内
（
最
高
３
２
０
０
万
円
、
残
高

ベ
ー
ろ
で
無
担
保
、
無
保
証
人
、

無
利
子
で
共
済
金
の
貸
し
付
け
が

迅
速
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
対
象
引
き
続
き
１
年
以
上
事

業
を
行
な
っ
て
い
る
中
小
企
業
者

▼
掛
金
月
額
５
０
０
０
円
か
ら

８
万
円
こ
の
二
つ
の
制
度
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
中
小
企
業
事
業
団
共
済
相

談
室
壷
０
３
（
３
４
３
３
）
７
１
７

１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
倒
産

防
止
共
済
制
度

L‐一
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繍雲にご協力を
対象は市内400店舗

全
国
物
価
統
計
調
査
が
ｎ
月
に
格
や
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
な
ど
を

行
わ
れ
ま
す
。
対
象
は
、
国
が
決
調
査
す
る
も
の
で
、
物
価
対
策

め
た
商
品
な
ど
を
あ
つ
か
っ
て
い
を
は
じ
め
各
種
行
政
施
乗
の
立

る
小
売
店
舗
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
案
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る

な
ど
、
市
内
４
０
０
店
舗
。
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
の
重
要

ｎ
月
上
旬
に
、
県
知
事
に
任
命
な
調
査
で
す
。
調
査
さ
れ
た
事

さ
れ
た
調
査
員
が
調
査
票
を
持
つ
項
は
、
統
計
を
作
る
た
め
だ
け

て
訪
問
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
他
の
目
的

い
し
ま
す
。
に
使
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
調
査
は
、
私
た
ち
▼
問
い
合
わ
せ
文
書
課
統
計

が
消
費
す
る
主
な
商
品
の
販
売
価
係

学
校
週
５
日
制
が
ス
タ
ー
ト
生
約
３
２
０
０
名
）
と
非
常
に
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
学
校
開
放
利
用
者
は
、
全
児
童
◎
楽
し
く
遊
ぼ
う

し
た
９
月
狸
日
の
子
ど
も
達
の
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
土
曜
日
が
体
利
用
し
た
子
ど
も
達
の
妬
％
が
、
の
坊
％
で
し
た
。
▼
時
間
午
前
９
時
鋤
分
か
ら

過
ご
し
方
に
つ
い
て
、
市
教
育
み
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
妬
％
今
後
も
利
用
し
た
い
と
考
え
て
お
明
日
を
担
う
子
ど
も
達
の
た
め
ｎ
時
訓
分

委
員
会
で
行
っ
た
調
査
結
果
が
、
の
子
ど
も
達
が
回
答
し
て
い
ま
す
。
り
、
学
校
週
５
日
制
導
入
を
機
に
に
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
や
さ
ま
▼
内
容
祇
芝
員
折
り
紙
寺

こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
「
家
の
中
や
周
り
で
（
約
釦
％
）
、
今
後
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
期
待
ざ
ま
な
体
験
が
得
ら
れ
る
土
曜
休
ン
タ
シ
リ
ー
ズ
）

調
査
対
象
は
市
内
小
・
中
学
友
達
や
家
族
と
（
約
髄
％
）
、
自
由
さ
れ
ま
す
。
日
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
み
な
さ
▼
持
参
折
り
縄
は
さ
み

▼
場
所
。
問
い
合
わ
せ
湖
北

地
区
公
民
館
金
（
理
４
４
３
３

．
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
「
親
子
野

球
１
日
体
験
」

▼
時
間
。
場
所
午
後
１
時
か

ら
・
我
孫
子
市
少
年
野
球
場

（
手
焚
沼
フ
ィ
ッ
、
ン
ン
グ
セ
ン

）
タ
ー
隣
り
）

▼
内
容
ホ
ー
ム
ラ
ン
競
技
、

遠
投
、
ベ
ー
ス
ラ
ン
競
争

▼
問
い
合
わ
せ
中
村
（
イ
シ
ハ

ラ
企
画
内
塞
（
理
２
３
３
３
）

州
月
仙
日
（
土
）
の
行
事

弓汀一
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こ
れ
か
ら
父
親
、
母
親
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
ご
夫
婦
で
ご
参
加
を
。

▼
日
時
、
月
虹
日
（
土
）
午
前
９

時
釦
分
か
ら
ｎ
時
（
受
付
は
当
日

午
前
９
時
巧
分
か
ら
）

▼
内
容
＊
唾
恩
リ
映
写
「
母
と
子

の
き
ず
な
」
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）
＊
そ
の
他

▼
時
間
午
前
９
時
訓
分
か
ら
ｎ

月
鋤
分
（
第
２
回
の
み
午
後
１
時

か
ら
３
時
）
開
始
、
分
前
に
は
受

付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
筆
記

用
具
は
毎
回
。
第
１
回
．
２
回
は

バ
ス
タ
オ
ル
ー
枚
（
体
操
時
に
必

要
）
。
第
３
回
は
歯
ブ
ラ
シ
。

11月の日曜‘休日当番医

健
セ
ン
タ
ー
で

命へ韮
ロ
－
の
枢
の
胴

湖
北
駅
南
口
徒

）
１
１
３
１

，
自
Ｂ
Ｅ
ｒ
Ｄ
Ｂ
Ｄ
■
Ｂ
Ｉ
Ｎ
肌

9

’

ぐ
母
親
学
級
日
程

身
体
計
測
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、

栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
育
児
等

に
つ
い
て
の
細
か
い
相
談
を
行
な

歩
２
分
）

＆

一
一

戸
１
１
７
Ｆ

っ
て
い
ま
式
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

▼
日
程
ｎ
月
、
日
か
ら
聖
日
ま

で
の
毎
週
火
雌
日

▼
受
付
時
間
午
前
９
時
暉
分
か

ら
９
時
妬
分
（
該
当
児
）
、
午
前
９

時
妬
分
か
ら
、
時
訓
分
（
そ
の
他

相
談
の
あ
る
方
）

▼
対
象
＊
平
成
４
年
７
月
生
ま

れ
（
通
知
が
い
き
ま
す
）
＊
０
～
６

歳
児
（
相
談
の
あ
る
方
）

※
乳
児
健
診
は
母
子
健
康
手
帳
の

無
料
券
（
３
～
６
か
月
用
、
９
～
ｕ

か
月
用
）
を
利
用
し
、
医
療
機
関
で

受
け
ま
し
ょ
う
。

１
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切

な
時
期
で
す
。
健
全
に
育
て
て
い

く
た
め
に
も
う
一
度
母
親
、
父
親

大腸がん検診受診を

|’
◎対象市内在住の40歳以上の方（無料）

◎受診12月まで市内委託医療機関(下表参照

採便器と検診票があります）で。

似問い合わせ保健センター

1

,

▲
予
防
接
種
は
医
療
機
関

実
施
医
療
機
関
は
保
健
セ
ン
タ

ー
の
ご
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
や
麻
疹

の
予
防
接
種
を
受
け
る
際
、
Ｍ
Ｍ

Ｒ
（
新
三
種
混
合
Ｉ
麻
疹
、
風
し

ん
、
お
た
ふ
く
か
蓮
を
希
望
す
る

方
は
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で
▼
費
用
該
当
児
は
無
料
肩
こ
り
や
腰
痛
で
悩
ん
で
い
る

受
け
て
く
だ
さ
い
。
｜
ｊ
ｉ
口

＊
ｎ
月
辺
日
（
木
）
…
平
成
３
年
４

▼
日
時
ｎ
月
廻
日
（
木
）
、
妬
日

｜､

で

、
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
…
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
Ｉ
ｆ
ｆ
脅
脅
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
＃
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ

や

す
。
い
か
に
効
果
的
に
歯
垢
が
取
か
…
。

》
健
康
メ
モ
⑩
れ
る
歯
磨
き
が
で
き
る
か
に
ょ
っ
磨
く
場
所
に
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先

て
、
歯
の
寿
命
が
決
ま
っ
て
し
ま
が
と
ど
か
な
い
こ
と
に
は
、
歯
垢

や一
ム
シ
歯
や
歯
周
疾
患
の
主
な
う
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
は
取
れ
ま
せ
ん
。
自
分
の
ロ
の
中

》
原
因
は
歯
垢
で
す
。
奥
歯
の
咬
し
よ
う
。
効
果
的
な
歯
磨
き
を
行
の
状
態
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
歯
プ

》
む
面
や
歯
と
歯
の
悶
歯
と
歯
う
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
の
ロ
の
ラ
シ
を
横
に
も
縦
に
も
斜
め
に
も

》
肉
と
の
境
目
等
は
磨
き
に
く
い
中
の
状
態
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
動
か
し
て
磨
い
て
く
だ
さ
い
。

》
場
所
で
あ
り
、
歯
垢
が
た
ま
り

じ
ょ
う
ず
順
Ｉ
〃
鵬
臆

》
や
す
く
ム
シ
歯
に
な
り
や
す
い

列
う
１
１
歯
み
が
き

》
と
こ
ろ
で
す
。

》
ま
た
、
歯
と
歯
肉
と
の
境
目

一
に
付
着
す
る
歯
垢
は
、
歯
肉
炎
こ
と
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
硬
い
歯
プ
ラ
ン
の
使

幸
や
歯
周
炎
を
起
こ
し
ま
す
が
、
何
本
歯
が
あ
る
か
、
歯
並
び
の
用
や
力
の
入
れ
す
ぎ
は
歯
肉
の
退

一
歯
垢
が
取
り
除
か
れ
れ
ば
、
歯
悪
い
所
が
あ
る
か
、
治
療
し
た
歯
縮
や
歯
の
摩
耗
を
起
こ
し
ま
す
の

一
銅
や
》
》
華
嘩
雫
韮
》
塞
諏
鱸
毒
詫
奉
齢
か
辨
老
錘
即
詠
写
剖
勢
犀
転
調
》
鐸
鑑
》
毒
塞
翫
葎
喧
壱

幸
や
歯
周
疾
患
の
予
防
や
治
療
に
が
あ
る
か
、
歯
肉
が
退
縮
し
て
根
く
だ
さ
い
。

《
あ
た
っ
て
最
も
重
要
な
も
の
で
が
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
歯
と
歯
の
間
は
、
歯
ブ
ラ
シ
の

▼
日
時
。
場
所
ｎ
月
、
日
（
火
）
、

ｎ
月
哩
日
（
木
）
午
後
１
時
釦
分
か

ら
３
時
鋤
分
（
受
付
午
後
１
時
か

ら
１
時
釦
分
）
、
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
糖
尿
病
の
知
識
・
食
事

療
法
、
食
品
交
換
表
の
使
い
方
他

▼
持
参
健
康
手
帳
、
食
品
交
換

表▼
申
し
込
み
ｎ
月
７
日
（
土
）
ま

で
に
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

▼
対
象
平
成
２
年
３
月
生
ま
れ

（
該
当
者
に
は
通
知
が
い
き
ま
す
）

▼
持
参
通
知
〈
ガ
キ
、
歯
ブ
ラ

シ
（
親
と
子
）
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、

母
子
健
康
手
帳

返
月
ま
で
市
内
委
託
医
療
期
間

で
実
施
し
ま
す
。
早
め
に
受
診
を
。

◎
成
人
病
健
診
（
無
料
）

▼
対
象
如
歳
以
上
の
男
女

◎
子
宮
が
ん
検
診
蕪
料
）

▼
対
象
鋤
歳
以
上
の
女
性

◎
乳
が
ん
検
診
（
視
診
・
触
診
無
料
）

▼
対
象
鋤
歳
以
上
の
女
性

人
は
い
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
個
別

相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
時
間
午
後
１
時
釦
分
か
ら
３

時
（
受
付
午
後
１
時
～
１
時
鋤
分
）

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

お
い
で
く
だ
さ
い
。

ぐ
肩
こ
り
・
腰
痛
教
室
日
程

健
診
は
ｉ
Ｉ
ｌ
■

お
済
鍛
で
す
か

午
後
１
時
か
ら
２
時
、
柏
保
健
所
し
ゃ
べ
り
づ
ら
い
、
手
足
が
不

▼
日
時
ｎ
月
、
日
（
火
）
受
付
午
病
院
小
児
科
医
正
木
拓
郎
氏

後
０
時
釦
分
か
ら
１
時
蛎
分
▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー
氏
名
、
電
話
番
号
、
「
先
生
に
対

▼
対
象
平
成
元
年
８
月
１
日
か
す
る
質
問
事
項
」
を
明
記
し
、
ｕ

ら
８
月
誕
日
生
ま
れ
（
通
知
が
い
月
娼
日
（
水
）
ま
で
に
〒
２
７
７
柏

き
ま
す
）
市
柏
２
５
５
柏
保
健
所
予
防
課
壷

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
尿
（
壁
１
２
５
５
へ
（
先
蒲
順
に
受

▼
日
時
。
場
所
、
月
沁
日
（
木
）

⑥
⑳
⑤
⑤

聴
き
３
コ
ゴ
照
照
一
付
し
ま
す
）

●
ｆ
ｆ
ｆ
１
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
脅
識

毛
先
が
と
ど
か
な
い
の
で
、
デ
桂

一
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
（
糸
よ
う
じ
）
》

》
や
隙
間
の
あ
い
て
い
る
場
所
は
》

・
歯
間
ブ
ラ
シ
の
使
用
が
効
果
的
》

ゞ
で
す
。

やや

一
歯
垢
は
、
歯
の
表
面
を
念
入
》

り
に
見
れ
ば
わ
か
り
ま
す
が
、
》

一
見
し
た
だ
け
で
は
判
別
し
に
》

く
い
も
の
で
す
。
そ
こ
杏
歯
垢
》

染
色
剤
を
使
用
す
る
と
、
歯
垢
《

を
視
覚
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
》

で
き
、
歯
磨
き
の
効
果
を
高
め
》

る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

幸や

生
涯
健
康
な
歯
で
過
ご
せ
る
一

よ
う
効
果
的
な
歯
磨
き
の
習
慣
や

を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
》

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
歯
一

科
医
師
会
丑
（
理
０
０
８
８
や

ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
峰

学
附
属
柚
病
院
内
科
医
長
中
村

治
夫
氏

に
石
田
医
院
が
加
わ
り
ま
し
た
。

囮
石
田
医
院
…
本
町
１
１
４
１
塑

容
（
狸
）
７
１
５
１

▼
内
容
小
児
喘
息
の
治
療

▼
講
師
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

東
京
慈
恵
会
医
科
大

55

し
あ
わ
せ
学
級

母
親
学
級日

1日

3日

8日

15日

22日

23日

29日

病院・医院名

我孫子聖仁会病院

隈本医院

平和台病院

竹田内科医院
一一÷一一一

平 和台病院
一

アビコ外科整形外科病院

耳鼻咽喉科飯田医院

我孫子東邦病院

森沢内科

平和台病院

増田医院

我孫子つくし野病院

榎本眼科医院

医院

電話

88-3111

82-1381

89-1111

85-0225

89-1111

85-2321

84-7321

83-3159

82-8166

82-8930

89-1111

88-2840

84-2211

89-2471

第1回

第2回

第3回

11月6日

(金）

11月13日

(金）

11月20日

(金）

･妊娠中、産後の生活
･妊娠体操（実習）

･産科医の話（妊娠中の異術とお
産の経過）

･妊娠体操（実習）

･妊娠中の歯科衛生（歯みがき実
習）

･妊娠中の栄菱

･赤ちゃんの菱渡

育
児
相
談

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

夜間の急病のときは

言上醸冠(Sｱ)1141 病・医院名

我孫子つくし野病院

竹田内科医院

貫井医院

星野医院

佐藤内科医院

岡野内科医院

束葛辻仲病院

アピ．.外科整形外科病院

我孫子束邦病院

近藤胃腸科外科

小倉外科・内科

我孫子聖仁会病院

成広医院

長田内科・胃腸科

平和台病院

住所

つくし野131-1

つくし野6-5-1

並木8－17－4

湖北台1-5-7

湖北台3-12-5

湖北台8-18-24

根戸946-1

我孫子264

我孫子1851-1

高野山285-3

柴崎台3-19-22

湖北台4-6-1

布佐845-1

布佐1-13-6

布佐2195

迩鰭

84-2211

85-0225

84-5555

88-2248

88-0934

88-7770

84-9000

84-7321

82-8166

84-0211、

82-0165

88-3111

87-4610

89-3101

89-1111

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

お
よ
び
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

三種混合

◆

１
期
は
生
後
蛇
か
月
か
ら
妃
か
月
未
満
（
３
１
８
週
間
隔
で

３
回
接
種
）

２
期
は
１
期
終
了
後
蛇
Ｉ
蝿
か
月
未
満
に
１
回
接
種

〔
二
種
腿
合
霞
傷
風
・
ジ
フ
テ
リ
ア
）
を
希
望
す
る
方
は
、

医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
〕

麻疹

(はしか）

生
後
蝿
か
月
か
ら
泥
か
月
未
満
の
幼
児
（
１
回
接
種
）

な
お
、
生
後
肥
か
月
か
ら
錨
か
月
ま
で
に
接
種
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
（
８
月
を
除
く
年
間
）

／

該
当
児
お
よ
び
接
種
期
間

ム
シ
歯
予
防
教
室

肩
こ
り
腰
痛
教
室

糖
尿
病
教
室

期日

11月111ヨ

(水）

11月17日

(火）

11月24日

(火）

主な内容

身近な健康法（話）
体操（深呼吸、体を動かす韮

本）

食事診断

栄養のバランスをとるために

正しい歯のみがき方と歯そう
のうろうの予防、屑こり腰捕
予防の体操

小
児
喘
息
溝
演
会

療
育
相
談

３
歳
児
健
康
診
査

神
経
難
病
相
談



,(4)

鐙
市
民
図
塞
館
容
（
“
）
１
１
１
０

態
湖
北
台
分
館
壷
（
師
）
３
０
５
５

串
布
佐
分
館
冥
朗
）
１
３
１
１

－
』
態
移
動
図
書
館
壷
（
印
）
０
９
０
９

び
雨
眉
紺
を
議
院
筐

読
替
の
秋
。
こ
の
３
年
間
に
出

虜
灘
雛
畔
郷
城
擦
州

も
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
書
名
（
著
者
）
＊
新
・
音
楽
展

望
（
吉
田
秀
和
）
＊
不
滅
の
名
曲
は

↑
易
Ｃ
Ｄ
で
（
志
鳥
栄
八
郎
）
＊
基

本
は
バ
ツ
全
ク
ッ
フ
ァ
バ
ー
グ
）

＊
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
〈
全
作
品
〉
デ
ィ

ス
コ
グ
ラ
フ
ィ
（
高
橘
英
郎
）
＊
卵

の
よ
う
に
軽
や
か
に
｛
サ
テ
ィ
）
＊

ピ
ア
ノ
曲
鑑
没
辞
典
（
中
河
原
理
）

＊
オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
・
ベ
ス
ト
・
ヒ

ッ
ト
２
０
０
（
か
ま
ち
潤
）
＊
感
情

的
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
寺

島
靖
国
）
＊
ザ
・
ロ
ッ
ク
・
レ
ク
イ

エ
ム
（
宝
島
編
集
部
逃
＊
ジ
ョ

ン
・
レ
ノ
ン
を
め
ぐ
る
旅
（
渥
美
饒

児
）

1992.11第840号
一

ま
で
の
ち
び
っ
子
集
ま
れ
／
・

▼
日
程
＊
ｎ
月
５
日
（
木
）
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
楽
し
い

お
話
を
し
ま
す
。
４
歳
か
ら
９
歳

デニニー‐－－-一一一一一
－－－－

』
鴇
一

図
書
館

だ
よ
り

し

会
19

’日
（
木
）
市
民
会
館
第
４
会
議
室
＊

、
月
巫
日
（
木
）
、
郡
日
（
木
）
布
佐

分
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
時
間
午
後
３
時
釦
分
～
４
時

◎
湖
北
台
分
館
（
和
紙
ち
ぎ
り
絵
）

▼
作
品
。
作
者
し
や
く
な
げ
．
．
，

海
老
原
洋
子
（
中
峠
）
人
形
：
・
海

老
原
敏
恵
（
新
木
）
水
無
月
の
沼

…
宮
原
秀
子
（
湖
北
台
）
ア
ネ
モ

ネ
：
・
伊
藤
良
江
（
湖
北
台
）
沼
の

家
族
…
滝
田
ひ
な
代
（
中
呈

◎
布
佐
分
館
（
欧
風
刺
繍
）

▼
作
品
。
作
者
連
獅
子
、
齋
薇
、

孔
雀
小
鳥
…
宮
崎
睦
子
（
青
山
童

画
展
示
期
間
ｎ
月
５
日
（
木
）
か

ら
哩
月
１
日
（
火
）
ま
で

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

そよかせ号億離劉11月の日程閲
0

噛日|日 |ｽﾃｰｼｮﾝ名’場所｜時間(午後）
|湖北|湖北地区公民館1:20~1:50
1中峠|中峠亀田谷公園2:10~2:50
情Ⅲ台|柴崎台4号公園3:10~4:00
l平和台布佐南近隣センター2:00~2:40
1新木野新木児童公園3:00~4:00
,久寺家久寺家あけぼの公園2:00～2:45
つくし野東急ショッピングセンター裏3:00～4:00

天王台東天王台東児童公園2:00～2:50

天王台西浅野谷3号公園3:10～4:00

白山三洋電機社宅入口1:30～2:15

並木丸石家具駐車場2:30～3:00
今
田台田池尻公園3:20～4:00［．

|根戸根戸近隣センター2:00~2:40
1つくし野東急ショッピングセンター乳3:00~4:00

４
．
畑

水

囹
囹

5
e

l9
木

よ
い
歯
い
い
顔
ニ
コ
ニ
コ
キ
ヤ
ラ
バ
シ

と
成
人
歯
科
健
診

と

６
・
加

金

献
血
に
ご
協
力
を

▼
日
時
Ⅷ
月
９
日
（
月
）
午

前
９
時
”
分
～
午
後
３
時
犯

分
（
正
午
か
ら
１
時
間
休
憩
）

▼
場
所
市
役
所
玄
関
前

▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課

11
，

25 ソ
房

水

腿
・
妬

木

|金’
ｎ
ベ
Ｕ
ｅ
旬
〃
８

１
２

金

市
歯
科
医
師
会
と
市
で
は
、
「
よ

今
回
紹
介
す
る
「
我
孫
子
エ

ン
ジ
ョ
イ
ス
」
は
、
平
均
年
齢

弱
歳
、
最
高
齢
者
が
師
歳
と
い

う
高
齢
者
野
球
チ
ー
ム
で
あ
る
。

結
成
の
き
っ
か
け
は
『
監
督

あ
と
う

の
網
頭
さ
ん
が
定
年
後
は
地
元

の
仲
間
と
み
ん
な
で
、
愉
快
な

こ
と
を
や
り
た
い
。
そ
れ
に
は
、

大
衆
的
な
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
野

識‘綱闘 ⑳

は
還
暦
野
球
日
本
一

我孫子エンジョイス ごFジキ力 イ
’ 升昌をヤﾉレ

「
ス
ー
パ
ー
ビ
ッ
ク
リ
マ
ン
と
ペ

ン
ギ
ン
く
ん
』
（
入
場
無
料
）

▼
時
間
１
回
目
…
開
場
午
後
０

時
鋤
分
、
開
演
１
時
２
回
目
：
．

開
場
２
時
鋤
分
、
開
液
３
時

▼
定
員
各
回
と
も
先
着
親
子
３

０
０
名
（
直
接
会
場
へ
）

こ
の
ほ
か
、
歯
み
が
き
指
導
、

相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

◎
成
人
歯
科
健
診
（
無
料
）

▼
時
間
午
前
ｎ
時
か
ら
午
後
０

時
釦
分

▼
対
象
・
定
員
市
内
在
住
の
鋤

歳
以
上
の
方
、
先
着
１
０
０
名

▼
内
容
歯
科
健
診
・
相
談
な
ど

▼
申
し
込
み
電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

囮
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

壷
（
飯
）
１
１
３
１

球
の
チ
ー
ム
が
一
番
と
思
い
、
今

年
２
月
西
日
号
の
広
報
あ
び
こ
で

部
員
を
募
集
し
た
こ
と
。

ま
ず
、
還
暦
者
だ
け
に
よ
る
チ

ー
ム
づ
く
り
を
考
え
た
が
、
人
数

的
に
無
理
な
の
で
遼
暦
予
備
軍
の

弱
歳
以
上
の
人
に
も
呼
び
か
け
た
。

応
募
し
た
皆
さ
ん
の
動
機
は
、

家
族
か
ら
健
康
の
た
め
に
と
勧
め

ら
れ
た
人
、
も
う
一
度
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
を
着
た
く
な
っ
た
人
な
ど

様
々
。
３
月
犯
日
に
発
足
式
を
行

い
、
現
在
の
部
員
は
Ⅳ
名
。
皆
さ
ん

再
び
活
蝿
の
舞
台
が
で
き
た
と
大

い
に
張
り
き
っ
て
い
る
。

練
習
は
毎
週
土
曜
日
の
午
前
中

に
、
東
我
孫
子
多
目
的
運
動
広
場

を
借
り
て
行
っ
て
い
る
。
練
習
中

は
珍
プ
レ
ー
好
プ
レ
ー
が
続
出
し
、

グ
ラ
ン
ド
に
は
い
つ
も
笑
顔
が
絶

で
す
し
、
規
約
は
特
に
定
め
て
い

ま
せ
ん
。
練
習
は
自
由
に
伸
び
伸

び
と
や
っ
て
お
り
、
技
術
は
二
の

次
で
す
。
こ
れ
が
、
半
年
前
ま

で
は
他
人
同
士
だ
っ
た
と
は

思
え
な
い
、
す
ば
ら
し
い
チ

ー
ム
で
す
」
と
網
頭
さ
ん
。

悩
み
は
同
年
代
の
チ
ー
ム

が
市
内
や
近
隣
に
な
い
の
で
、

試
合
が
あ
ま
り
組
め
な
い
こ

と
。
せ
め
て
紅
白
試
合
は
や

り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
た

だ
い
ま
妬
歳
以
上
の
野
球
大

好
き
人
間
を
募
集
中
ノ
．

こ
れ
ま
で
の
戦
績
は
、
０

勝
２
敗
で
「
ま
ず
は
１
勝
を

あ
げ
て
、
チ
ー
ム
応
援
歌
を
↓

み
ん
な
で
歌
い
た
い
」
と
意
』

え
な
い
。

「
人
生
経
験
豊
富
な
方
ば
か
り

で
す
し
、
規
約
は
特
に
定
め
て
い

ま
せ
ん
。
練
習
は
自
由
に
伸
び
伸

び
と
や
っ
て
お
り
、
技
術
墜
一
の

！ 、

日時：11月29日(日)雨天中止
会場：市民体育館周辺

ｰ

す
皆
さ
ん
の
目
は
、

全
国
大
会
に
出
場
し
た
睦

気
盛
ん
で
あ
る
。

「
こ
う
し
て
元

き
る
の
も
、
家
族

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
で

は
、
恒
例
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

上
位
入
鐡
チ
ー
ム
に
は
、
賞
状

及
び
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
、

と
ん
汁
が
出
ま
す
。
友
だ
ち
同
士
、

親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
チ
ー
ム
栂
成
・
募
集
数
３
～

５
名
で
１
チ
ー
ム
。
先
着
釦
組
。

▼
チ
ー
ム
区
分
＊
ジ
ュ
ニ
ア
の

部
（
参
加
者
の
半
数
以
上
が
小
学

４
年
生
以
下
）
＊
、
ご
一
ア
の
部
（
参

加
者
の
半
数
以
上
が
小
学
５
年
生

以
上
）
＊
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
参
ユ

ニ
ア
、
シ
ニ
ア
以
外
の
方
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
参
加
者
全
員
（
チ
ー
ム
代

表
者
に
○
印
）
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
学
年
、
子
ど
も
会
等

に
所
属
し
て
い
る
場
合
は
団
体
名

を
明
記
し
、
我
孫
子
１
６
８
４
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
青
少
年

相
談
員
事
務
局
垂
（
理
１
１
５
１

ょ
ぅ
に
饗
託

▼
連
絡
先
網
頭

２
（
土
・
日
曜
日
）

長
く
続
け
、
将
来

が
あ
れ
ぱ
こ
そ
で
す
。 気
に
野
球
が
で

の
理
解
と
協
力

す
。
少
し
で
も

は
還
暦
野
球
の

し
た
ど
と
話

、
野
球
少
年
の

た
。

壷
（
鍵
）
３
４
７
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一
⑦
③
⑤
陶
翻
③
⑪
⑬
⑭

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。

締切は毎月13日(必着)。ハガキで1人1作に限

ります。

応募先我孫子1858市役所広報広聴課

ーグー●一クーター”‐”ー”＝クーターヴー●ーローターーーg-F-p一己一夕－〃＝-J一ローヌークー

Ⅱ
瞳
り
ま
す
Ⅱ

▼
有
料
で
＊
麻
の
蚊
帳
（
６
畳

用
未
使
里
〈
藤
井
垂
（
翌
２
１

６
５
〉

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

＊
Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
〈
藤
原
壷
（
理

１
６
３
４
〉
＊
家
庭
菜
園
用
小
型

耕
運
機
〈
山
下
壷
（
配
）
１
５
３
６
〉

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

短敏 俳句

山本寛太選 染谷杲径選

こ
ら

最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
嬉
し
夢
二
展
息
嫁
と
廻
り
ぬ
敬

老
の
日
に
猪
又
静
枝

わ
が
街
に
最
古
と
い
へ
る
五
輪
塔
元
禄
の
墓
碑
に
囲

ま
れ
て
立
つ
三
谷
和
夫

し
か
す
が
に
吾
が
唇
通
り
し
数
多
な
る
言
葉
は
か
な

し
識
い
て
の
ち
は
木
崎
洋
子

取
り
入
れ
を
済
ま
し
て
慰
労
の
秋
一
日
昇
仙
峡
に
夫

と
遊
く
り

新
堀
孝
女

枕
辺
の
明
か
り
に
浮
か
ぶ
萩
一
枝
花
し
ら
じ
ら
と
垂

れ
葉
の
繁
り

池
田
弓
子

福
祉
の
道
に
進
み
し
息
子
の
城
場
に
て
毅
然
た
る
顔

テ
レ
ビ
に
映
り
ぬ
奥
野
二
三

は
げ
ま
し
て
帰
り
ゆ
く
道
ふ
り
む
け
ば
妻
の
病
室
カ

ー
テ
ン
ゆ
る
る

公
手
孝
嗣

明
日
伐
ら
る
る
た
わ
わ
に
稔
り
し
栗
の
木
よ
開
発
の

波
防
ぐ
術
な
し

野
口
こ
う

白
樺
の
文
人
達
が
舟
に
乗
り
沼
行
き
交
ひ
し
遠
き
日

の
わ
が
町

小
出
礼
子

昼
な
か
の
日
射
お
だ
し
も
木
犀
の
銀
の
小
花
の
香
り

漂
ふ

染
谷
新
一

き
り
も
な
く
湖
の
さ
ざ
な
み
初
紅
葉
蛭
間
八
寸
子

鳥
瓜
こ
の
へ
ん
ま
で
は
径
あ
り
て
壁
谷
千
鶴
子

ふ
く
郁
と
匂
い
こ
も
ら
す
夜
の
菊
前
田
は
る

秋
の
草
手
折
り
て
残
る
野
の
香
り
篠
田
ま
さ

タ
ワ
ー
の
灯
遠
く
う
る
み
て
夜
寒
か
な
公
手
孝
嗣

コ
ス
モ
ス
の
里
行
く
あ
う
ら
ほ
の
ぼ
の
と
海
老
原
百
合
子

古
沼
の
白
く
映
え
た
り
無
月
夜
半
三
谷
和
夫

垂
斌
の
墓
を
埋
め
て
彼
岸
花
野
口
こ
う

数
珠
玉
の
爆
ぜ
て
今
宵
の
狐
雨
海
老
原
千
代
子

秋
祭
り
母
の
入
院
重
な
り
て
石
川
照
子

ち
か
ら
壷
き
首
か
し
げ
た
る
案
山
子
か
な田
中
栄
太
郎

秋
暑
し
露
地
に
爆
竹
鳴
る
も
ま
た
松
浦
忠
彦

寵
話
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
コ
ー
ナ
ー
掲
載
は
市
民

生
活
課
消
費
生
活
係
で
、
電
話
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

り
扱
う
品
物
は
、
主
と
し
て
日
用

雑
貨
等
の
耐
久
消
識
財
で
、
衣
類

自
動
車
、
生
き
物
は
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

▼

ひ

ろ

種P
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Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
我
孫
子
駅
北
口

か
ら
束
へ
歩
い
て
３
～
４
分
の
線

路
沿
い
に
Ｊ
Ｒ
束
日
本
我
孫
子
社

宅
自
治
会
が
あ
る
（
右
図
参
照
）
。

自
治
会
は
昭
和
釦
年
、
当
時
の

国
鉄
ア
パ
ー
ト
自
治
会
と
し
て
発

足
。
そ
の
後
、
日
本
国
有
鉄
道
の
長

い
歴
史
の
幕
が
閉
じ
た
昭
和
唾
年

４
月
か
ら
、
現
在
の
自
治
会
名
に

変
わ
っ
た
。

現
在
の
会
員
数
は
弱
世
帯
。
会

員
全
員
が
Ｊ
Ｒ
マ
ン
。
首
都
圏
に

勤
務
し
、
職
種
は
旅
客
へ
保
線
区
な

ど
さ
ま
ざ
ま
。

今
回
は
会
長
の
伊
藤
久
さ
ん
に

お
話
を
伺
っ
た
。

戸一

回
館

日
立
帆
檀
。

〃
一

一いつまでも山谷にはばたけ－

期間：11月1日(日)から平成5年4月1旧(日）
我孫子駅

至取手
至柏

烏
の
博
物
館
で
は
、
第
ｎ
回
企

画
展
「
ヤ
マ
ド
リ
展
」
を
今
日
か

ら
開
催
し
ま
す
。

北
は
青
森
か
ら
南
は
鹿
児
島
ま

で
日
本
各
地
の
ヤ
マ
ド
リ
を
一
同

に
集
め
、
ヤ
マ
ド
リ
の
生
態
展
示

ｓ
オ
ラ
ヱ
や
実
物
標
本
な
ど

約
釦
点
、
写
真
・
査
料
等
約
鋤
点

を
期
間
中
紹
介
。
ヤ
マ
ド
リ
の
生

活
や
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
表
現
し

ま
す
。 「

駅
に
近
い
こ
と
は
助
か
り
ま

す
。
ふ
つ
う
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

遠
い
、
当
直
、
夜
勤
が
多
い
で
す
か

ら
通
勤
に
は
格
好
の
場
所
で
す
。

買
い
物
を
す
る
に
も
便
利
で
す
し
、

と
て
も
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。

社
宅
２
棟
の
自
治
会
。
子
ど
も
会

行
事
は
子
ど
も
会
を
中
心
に
毎

年
、
６
月
に
遠
足
、
７
月
に
夏
祭
り

大
会
が
行
わ
れ
、
自
治
会
で
造
っ

た
子
供
神
輿
で
社
宅
内
を
練
り
歩

き
、
夜
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
模
擬

店
も
出
て
た
い
へ
ん
盛
り
あ
が
り

ヤ
マ
ド
リ
が
い
つ
ま
で
も
山

や
谷
を
か
け
め
ぐ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
「
人
と
烏
の
共
存
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ど
の
企
画
展
を
見
る
と
、
き

っ
と
ヤ
マ
ド
リ
の
こ
と
に
興
味

が
わ
く
は
ず
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
展
示
期
間
ｎ
月
１
日
（
且

か
ら
平
成
５
年
４
月
ｎ
日
（
且

▼
問
い
合
わ
せ
烏
の
博
物
館

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
９
月
に
運
動

会
、
廻
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
な

ど
行
事
は
多
彩
に
や
っ
て
い
ま

す
。
団
地
２
棟
の
自
治
会
な
の
で

ま
と
ま
り
は
い
い
で
す
。

活
動
は
毎
月
第
３
日
醗
日
の
朝

に
自
治
会
の
清
掃
を
実
施
。
社
宅

内
や
周
辺
道
路
に
至
る
ま
で
粒
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
の
要
望
と
し
て
は
現
在
、

北
口
の
区
画
整
理
事
業
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
休

日
と
も
な
る
と
周
辺
道
路
は
混
雑

し
、
安
心
し
て
歩
く
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
。
１
日
も
早
く
区
画
整
理
事

業
を
完
成
し
て
欲
し
い
で
す
ね
」
。

▼
会
長
伊
藤
久
我
孫
子
５
９

４
の
２
の
４
０
３

、
月
皿
日
（
水
）
、
市
民
会
館

で
我
孫
子
エ
コ
・
ワ
ー
ク
町
会

（
会
長
大
井
一
雄
市
長
）
の
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
町
会
は
、
昨
年
、
月
に
市

エ
コ
・
ワ
ー
ク
町
会
総
会
開
催
訓
告
勝

隈 駝
脇
酬
艫
そ
し
て
社
会
福
祉
に
も
一
役

●

一
あ
び
こ
あ
れ
こ
れ
Ｔ
ｌ
ｌ
ｌ

、 ソ

内
の
事
業
所
等
を
対
象
に
、
ご

み
減
量
と
査
源
の
再
利
用
を
目

的
に
発
足
。
現
在
、
師
事
業
所

が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

総
会
の
席
上
、
会
長
を
務
め

る
大
井
市
長
は
「
「
よ
り
活

動
を
活
発
に
行
い
、
ご
み
減

量
、
環
境
保
護
に
努
め
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
１
年
間
で
約
２

０
０
ト
ン
の
査
源
を
回
収
し
、

約
蛇
万
円
の
売
上
げ
が
あ
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
同
町
会
は
売
上
金

の
一
部
訓
方
円
を
市
の
社
会

福
祉
事
業
基
金
に
寄
付
し
ま

し
た
。

戸

_三

,f

I
0園角面
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選襄を激励ﾃすう懲蕊重曼匙。
東
葛
飾
地
区
身
体
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

、
月
４
日
（
且
、
第
四
回
束

葛
飾
地
区
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
、
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
「
健
康
で
明
る
い
県

民
づ
く
り
運
動
」
の
一
環
と
し

て
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
も
の
。

同
大
会
会
長
の
大
井
一
雄
市
長

は
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
自
立

』
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
自
立

性
を
高
め
て
く
だ
さ
い
」
と

一
選
手
を
激
励
し
ま
し
た
。

当
日
は
９
市
２
町
か
ら
選

手
、
役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
約
１
０
０
０
人
が

参
加
。
競
技
は
、
パ
ン
喰
い

競
争
、
玉
入
れ
な
ど
９
種
目

が
行
わ
れ
《
大
井
市
長
も
選

手
の
活
躍
に
盛
ん
な
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
団
体
優

勝
は
松
戸
市
、
準
優
勝
は
沼

南
町
が
飾
り
ま
し
た
。

水
辺
の
植
物
を
大
切
に
ｒ
あ
び
こ
あ

か
つ
て
の
手
演
沼
は
水
生
植

物
の
一
大
宝
庫
で
し
た
。
ガ
、
ン

ヤ
モ
ク
、
ク
ロ
モ
な
ど
約
釦
種

の
植
物
が
群
生
し
、
烏
や
魚
、

生
物
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
生

手
賀
沼
の
自
然
は
今

び
こ
あ

沼
の
自
然
を
支
え
る
斜
面

林
、
田
ん
ぽ
沼
辺
の
な
か
で
、

沼
辺
に
繁
る
水
生
植
物
の
役
割

を
も
う
１
度
見
つ
め
直
し
て
見

ま
せ
ん
か
。

れ
“
こ
れ
一
Ｔ
ｌ
‐

活
の
場
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
水
を
き
れ
い

に
し
た
り
、
沼
辺
を
守
る

な
ど
手
寅
沼
の
美
し
い
景

観
を
作
り
出
す
働
き
も
し

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
釦
年
代

後
半
か
ら
沼
の
水
が
汚
れ

は
じ
め
、
現
在
で
は
ヨ
シ
、

マ
コ
モ
、
ハ
ス
、
ヒ
メ
ガ
マ
な

ど
ご
く
限
ら
れ
た
植
物
し

か
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

⑤あのころの…

一
一

‐
囚
【

一
一一

一
再
■
一

一
一

一
Ｐ

一

一一
一

一

昔
懐
し
い
手
賀
沼
や
市
内
の
風
景
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
Ⅱ
広
報
広
聴
課
Ⅱ

蝿
秋
空
の
も
と
さ
わ
や
か
な
汗

獺
蟄
曹
鬘
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
９
回
我
孫
子
市
腱
家
ス
ポ
皆
ざ
ん
が
日
頃
の
農
作
業
を
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
、
秋
空
の
、
月
Ⅳ
Ｉ
シ
に
か
え
て
、
健
康
増
進
や
仲

日
市
民
体
育
館
・
野
球
場
で
約
間
意
識
を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
目

６
０
０
名
の
腿
家
の
皆
さ
ん
が
的
に
、
農
業
青
壮
年
会
議
や
市
、

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
な
ど
が
共
催
し
て
い
る
も
の
。

こ
の
大
会
は
、
市
内
展
家
の
会
場
で
は
、
綱
引
き
や
玉
入
れ

0

ﾛ

0

会
場
で
は
、
綱
引
き
や
玉
入
れ

な
ど
の
ほ
か
、
こ
の
大
会
な
ら

で
は
の
力
自
慢
や
苗
箱
レ
ー
ス

な
ど
に
、
皆
さ
ん
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
、

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
ゲ
ー
ム
で
は
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

た
熱
戦
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

艇
家
組
合
単
位
で
競
っ
た
総

合
成
綴
は
、
優
勝
が
上
新
木
地

区
、
準
優
勝
が
布
佐
台
地
区
、
第

３
位
は
中
峠
下
地
区
で
し
た
。

〃

れ
こ
れ
一

<昭和30年代前半､日秀下の手賀沼：撮影倉内竜夫(布佐平和台)＞

昔の思い出の写真から当時の手賀沼を振り返ってみません

か。（このシリーズは毎月1日号に掲載しています）

’

自治会訪問⑩

Ｉ
Ｊ
Ｒ
東
日
本
我
孫
子
社
宅
自
治
会
Ⅱ

の
行
事
を
通
し
て
親
睦
を
図
る
。
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榔
吋
必

国回国回’ ’

’
シ日時11月4日(水)午前10時か

ら正午（入場無料、湖北駅北□9

時50分発の迎えバス有り）

しテーマ・講師r子どもの遊びと

生活習慣」神作－実氏（早稲m=

療技術専門学校作業療法士）

屋会場・問い合わせ身体障害者

福祉センター念(88)0141

’ 画酒害相談＝寿市民センター9:30～11:30

伝内容郵便物の区分け、配達

し期間12月初旬から1月10日頃

まで、1日5～6時間程度

し時給内務(女子）720円、外務

(男・女）900円

惨申し込み．問い合わせ我孫子

郵便局総務課念(82)1431へ

伝曰時11月29日(日)午前9時

シ場所市民体育館

し種目小学校低・高学年、中学

校男・女、高極男・女(一般含む）

男子3段まで、4段以上

し参加翼格・参加費市内在住、

在勤、在学者、1人300円〔小･中
学生100円）

少申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、年齢、性別、電話

番号、段位を明記し11月1.9日(木・

必着）までに若松111-S山岸恒夫

念(82)2830へ

｜

’

’

屋曰時11月8日(日)午前9時市

役所正面玄関集合（参加無料）

惨内容手賀沼遊歩道を約3ﾄqn歩

いて、正午頃解散（雨天中止）

※双眼鏡をお持ちの方は持参

，問い合わせ我孫子野鳥を守る

会、木村登(82)7958、西巻盆(84）
7809

』

県内に在住、在勤の方を対象に、

県産品の愛用推進標語(20字以内）

を募集しています。

少問い合わせ（社)干葉県物産協

会盃043(225)8646へ

職

麺傍巳時11月15日(日)午前9時40

分から午後2時15分

扉内容劇、合唱、作品展など

倖場所・問い合わせ我孫子養譲

学校(新木1685)念(87)0831

し対象3．4．5歳児

伝受付11月2日から各教室で

し申し込み．問い合わせ柴崎幼

児教室金子盆(85)2835、湖北台幼

児教室瀧盆(88)0185へ

伝日時11月3日(祝)から9日（月）

まで、午前10時から（入場無料）

し場所柏そごう8階連絡運跨

伝問い合わせ111俣壹(84)5711

巡回教育相談
生涯学習ボランティア
バンク登録者

パソコン講座生

外国人日本語スピーチ
コンテスト参加者

平成4年1'@月1日現在

人口122,549人

●市役所本庁85-1111
●つくし野支所84-8801

,':悪誓署票籠二獺
●布佐支所89-2358

●教育委員会85-1151

●水道局84-0111

●消防署84-0119
●少年センター84-1900

}●保健センター87-1131

1e市民会館84-3311
●公民館中央82-0515
湖北地区88-4433

●鳥の博物館85-2212

●市民体育館87-1155

*世帯数40,373世帯

男61,458人女61,091人

●市民図書館本館84-1110

湖北台分館87-3055

布佐分館89-1311

移動図塞館87-0909

●都市改造事務所85-1171
●身体障害者福祉センター88-0141
●あらき園88-4188

●つつじ荘88-0123

●西部福祉センター85-5818

●生活環境課(浄化槽)87-2379

(ゴミ)87-0015（し尿)88-2547

●近隣センター布佐南89-3740

天王台北82-9988根戸83-5363

●市民センター寿83-7722湖北
台88-9927布佐89-1193

雇用保険正しい受給
でさわやか就職
＝松戸公共職業安定所＝

生涯学習フェスティバルin東葛節
手づくりﾌｧｯｼｮﾝｺﾝﾃｽﾄ釧者

第17回消費生活展
ガールスカウト1日体験入団
と新規募集説明会

第35回我孫子市文化祭 ｢英語て遊ぼう｣講座生

第13回我孫子市合唱祭

ﾃﾚﾎﾝｻーピｽ冠(85)1313
鶴東葛飾地区政治学級

家事家計講習会

ろ⑬

8⑧

9月

10火

11水

12木

15金

M土

1s⑧

画日曜当番医＝テレホンサービス

面休日繩歯科顔日=休日轤鋤診緬(而鑑館内)9:Ⅱヘイ1:30

画心配ごと相談＝保健センターg:00～15:00

〃交通事故相麟=市民相談室10:Ⅱ~15:00．市民図画館休胆
画侭の|鋤館休侭〃つつじ荘休館画西部福祉ｾﾝﾀー 休館

・法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度

ｰ、

画･消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

P

画登肥相談＝市民相談室10:00～12:00

臼不動産相磯＝市民相談室10:00～15:00
・健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

〃市役所閉庁(－部の施設は除く）

毎
画
結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00
円曜当番医＝テ

－休日劇魚歯科診圃日＝
レホンサービス壱家庭の日
休日輪歯科診蛎(而鯰箆内)9:Ⅱ~11柵

第6回我孫子市絵画展

識霊壹講演会

§鶴年末年始ｱﾙバｲﾄー

市民剣道大会

冬のカモ観察会

r県産品愛用月間｣標語
一三一一二二≦．

篝鶏子菫雲学彗 幼児教室幼児
鯛隆一随〃万|娼顛




